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◆本県人口（年齢区分別）の将来推計
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　本県は、これまでに経験のない少子高齢化社会、人口減少社会を迎え
ようとしています。こうした中、今後も本県が活力を維持し、誰もが安心して
健康に暮らすことのできる社会を実現していくため、「あいち健康福祉
ビジョン2020」を策定いたしました。
　このビジョンでは、５年後、１０年後の本県のめざすべき健康福祉社会の
姿や、それを実現するための取組の方向性をお示ししています。
　県民の皆様をはじめ、ビジョンの推進に関わる全ての方 と々ともに、子ども、
若者、女性、高齢者、障害のある人など、全ての人が活躍する「人が輝くあいち」
の実現をめざしてまいります。

○ 県だけでなく地域の様々な主体が、本県健康福祉の進むべき方向を共有するための基本指針とします。
○ 健康福祉の分野別に策定されている個別計画の上位計画とし、各分野の横断的・重点的な取組の方向性
　 を示します。
○ 社会福祉法第108条に基づく「都道府県地域福祉支援計画」及び障害者基本法第11条に定められた
　 「都道府県障害者計画」として位置付けます。

県民の皆様へ

ビジョンの性格と位置付け

団塊の世代の皆様が75歳以上となる平成37年を展望し平成32年を目標とします。

 計画期間　平成28年度～平成32年度【5年間】

目標年次

◆健康福祉分野の主な個別計画

・あいち はぐみんプラン2015-2019

・第6期愛知県高齢者健康福祉計画

・健康日本21あいち新計画

・愛知県地域保健医療計画

・あいち自殺対策総合計画

・第4期愛知県障害福祉計画

健康福祉を取り巻く社会情勢の現状・展望

1. 高齢化の進行
　◆高齢者の増加（平成26年→平成37年）
　　 ・65歳以上の高齢者　171万人→194万人（1.13倍）
　　 ・特に75歳以上の高齢者　77万人→117万人（1.52倍）
　　 ・高齢化率　23.2％→26.4％（4人に1人以上が高齢者）

　◆認知症高齢者等の増加（平成24年→平成37年）
　　 ・認知症高齢者　23万７千人→36万9千人（1.56倍）
　　 ・全がんの5年相対生存率57％（全国）

　◆障害のある人の高齢化と重度化の進行
　　 ・身体障害のある人の約７割が65歳以上の高齢者
　　 ・重度の障害のある人の割合の増加
　　  （身体障害、精神障害）

　◆家庭の変化
　　 ・世帯の小規模化、特に高齢者の単身世帯の増加

　◆地域社会の変化
　　 ・人間関係の希薄化、コミュニティ機能の低下

　◆健康福祉ニーズの多様化・複雑化
　　 ・働き方の多様化や介護を理由とする離職があり、
　　  ニーズの多様化・複雑化

　◆健康福祉人材の不足
　　 ・医療従事者の慢性的不足・偏在

　　 ・介護人材は平成37年に約2万4千人不足見込（国の推計）

　◆先進的な技術の進展
　　 ・健康福祉分野でのＩＣＴやロボットの活用・導入 ※IＣＴ：情報通信技術

　◆災害リスクの増大
　　 ・南海トラフを震源とするマグニチュード8以上の地震が今後30年以内に70％程度の確率で発生

2. 人口減少社会の到来
　◆少子化の進行
　　 ・平成26年の合計特殊出生率1.46
　　  （人口の安定的な維持に必要とさされる率2.07）

　◆本県の人口推計
　　 ・平成32年頃をピークに減少見込
　　  （愛知県人口ビジョン まち・ひと・しごと創生総合戦略

　　  （平成27年10月）推計）
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3. 社会環境の変化
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◆本県の出生数と合計特殊出生率の推移
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資料  H26：「あいちの人口（平成26年10月1日現在）」（愛知県）、

H32、H37：「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）」

（国立社会保障・人口問題研究所）

資料  「愛知県衛生年報」（愛知県）、「人口動態統計」（厚生労働省）、

 「都道府県別人口の出生力に関する主要目標　昭和45年～60年」（厚生労働省人口問題研究所）
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